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衆
議
院
議
員
逢
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二
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ヘ
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パ
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現
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に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
ヘ
ル
パ
ー
研
修
の
現
場
実
習
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
障
害
者
ヘ
ル
パ
ー
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
居
宅
介
護
（
障
害
者
の
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
指
定
居
宅
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
又
は
居
宅
介
護
に
係
る
法
第
三
十
条
第
一
項
第
二

号
に
規
定
す
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
基
準
該
当
居
宅
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
は
、
障
害

者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
、
第
四
十
四
条
第
一
項
等

の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
介
護
又
は
基
準
該
当
居
宅
介
護
（
以
下
「
指
定
居
宅
介
護
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う
事
業
所
ご

と
に
指
定
居
宅
介
護
等
の
提
供
に
当
た
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
以
下
「
障
害
者
ヘ
ル
パ
ー
」
と
い

う
。
）
を
一
定
数
以
上
置
く
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
障
害
者
ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て
は
、
指

定
居
宅
介
護
等
の
提
供
に
当
た
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
三
十

一



八
号
。
以
下
「
本
告
示
」
と
い
う
。
）
第
一
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

障
害
者
ヘ
ル
パ
ー
と
な
る
た
め
に
修
了
が
必
要
な
研
修
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
に
設
置
さ
れ
た
「
今
後
の
介
護
人
材

養
成
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
が
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
日
に
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
に
お
い
て
「
多
様
な
経
歴
の

人
々
が
介
護
の
仕
事
へ
参
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
介
護
職
の
間
口
は
広
く
し
て
お
く
一
方
で
、
段
階
的
な
技
能

形
成
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
量
の
確
保
と
資
質
の
向
上
が
両
立
で
き
る
よ
う
な
養
成
体
系
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
、
事
業
所
等
に
お
け
る
実
習
が
実
質
的
に
見
学
の
み
と
な
っ
て
い
る
研

修
が
多
く
、
実
習
の
本
来
の
目
的
を
達
成
で
き
る
条
件
が
必
ず
し
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
の
実
態
を
把
握
し

た
こ
と
等
を
踏
ま
え
て
、
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日
に
告
示
し
た
指
定
居
宅
介
護
等
の
提
供
に
当
た
る
者
と
し
て
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
二
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
号
）
に
よ
り
本
告
示
の
一
部

を
改
正
し
、
研
修
の
課
程
の
内
容
等
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
見
直
し
の
結
果
、
実
習
を
受
講
し
て
い
な

く
と
も
障
害
者
ヘ
ル
パ
ー
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
研
修
の
課
程
の
数
が
増
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
見
直
し
に
つ
い
て
特
段
の
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二



四
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
「
社
会
福
祉
施
設
等
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
居
宅
介
護
の
事
業
所
の
従
事
者
数
（
常
勤
換
算
）
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
に
お
い
て
八
万
八
百
一
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
本
告
示
の

改
正
後
の
平
成
二
十
七
年
十
月
に
お
い
て
九
万
二
千
三
百
八
十
六
人
と
三
年
で
一
万
千
五
百
八
十
五
人
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
「
本
改
正
に
よ
っ
て
、
居
宅
の
障
害
者
ヘ
ル
パ
ー
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
た
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え

る
。

五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
都
道
府
県
が
行
う
障
害
者
ヘ
ル
パ
ー
と
な
る
た
め
に
修
了
が
必
要
な
研
修
に
対
す
る
費
用

の
補
助
等
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
障
害
福
祉
職
員
の

賃
金
を
一
人
当
た
り
月
額
一
万
二
千
円
相
当
引
き
上
げ
る
と
い
う
処
遇
改
善
加
算
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
「
ニ
ッ
ポ
ン

一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
（
平
成
二
十
八
年
六
月
二
日
閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
て
、
平
成
二
十
九
年
度
に
お
い
て
更
な
る
処
遇

改
善
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、今
後
と
も
障
害
者
ヘ
ル
パ
ー
を
含
め
た
障
害
福
祉
職
員
の
確
保
策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

三


